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4ＩＴＳ（Intelligent Transport Systems）の総務省的進化イメージ

ピピピッ

衝突被害軽減ブレーキ

電波レーダー

ＥＴＣ

カーナビ等を通じＶＩＣ
Ｓ情報（渋滞、通行止め
等）を表示

FM多重電波ビーコン光ビーコン

ＶＩＣＳ

ＩＴＳスポット

Connected Car

白線検知

車線逸脱防止システム

ピピピッ

渋滞情報の提供や料金決済など
個々のサービス提供

カメラやレーダーによる車載セン
サを活用した高度な運転支援

（自律型）

車車間通信、高分解能レーダー等を
複合的に組み合わせることによる
非常に高度な運転支援や自動走行

（自律型＋協調型）

運転支援の高度化

既に全国普及が進展
渋滞対策等に効果

近年、各自動車メーカー
が競って導入を推進

世界一安全な
道路交通社会を実現

自動運転システム



5電波を利用するＩＴＳ
自動料金収受システム（ETC）

（路側機のみ免許局）

路側放送
（ハイウェイラジオ）

700MHz帯安全運転支援システム
（路側機のみ免許局）

車車間通信等により衝突を回避

狭域通信システム (DSRC・ETC2.0)
（路側機のみ免許局）

76～90
MHz

755.5～764.5
MHz

2.5GHz 5770～5850
MHz

1620
kHz

76～77
GHz

77～81
GHz

60～61
GHz

22～29
GHz

(2) Simplified Graphic display type

kHz GHz

車載レーダーシステム

24/26GHz帯UWBレーダー,
79GHz帯高分解能レーダー

60/76GHz帯長距離レー
ダー

(1) Text display type

(3) Map display type(2) Simplified Graphic display type

道路交通情報通信システム（VICS）
（路側機のみ免許局）



6政府におけるITS推進体制

内閣府
科学技術・イノベーション担当

協調領域に関する
研究開発

• 戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP）の推進

警察庁
交通安全の確保

総務省
情報通信環境
の整備

経済産業省
自動車産業の振興

国土交通省
道路管理

車両の安全確保
自動車事故における

損害賠償

法務省
事故時の刑事責任

金融庁
保険業等の監督

内閣官房
日本経済再生総合事務局

• 未来投資戦略
• 自動走行に係る官民協議会

内閣府
地方創生推進事務局

• 国家戦略特区諮問会議

 ITSの推進は、各政府戦略において重要課題として位置付けられており、内閣官房、内閣府の下、警察
庁、総務省、経産省、国交省等が連携して取り組んでいる。

内閣官房
IT総合戦略室

基本方針の企画・立案
及び総合調整

• 官民ITS構想・ロードマップの策定
• 自動運転に係る制度整備大綱の策定
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 総務省では、関係省庁との連携のもと、
運転支援システムのための各種無線技術に係る制度整備
運転支援システムのための電波利用に係る国際標準化
運転支援システムに関する無線通信技術の研究開発・実証
上記無線システムの国際展開

を推進。

運転支援システムのための
各種無線技術に係る制度整備

運転支援システムのための
電波利用に係る国際標準化

我が国の運転支援のための無線通信システムの国際展開

運転支援システムに関する
無線通信技術の研究開発・実証

第１期SIP
（自動走行システム）

第２期SIP
（自動運転）

連
携

連携

連
携

連携

連
携

運転支援システムに係る総務省の施策概要



8Connected Carの実現イメージ例

無人タクシー

前方車両の視界の共有

快適なエージェントドライブ
仏Valeo社のXtraVue (CEATEC 2018)



9Connected Car社会の実現に必要な通信

【無線通信システムの役割分担】
スポット通信： 特定の場所において車とサーバーを結ぶ通信
狭域通信 ： 車と車、車とインフラなど、狭い範囲にあるもの同士を結ぶ通信
広域通信 ： 広い範囲において、車とサーバーを結ぶ通信

④エージェント分野
（ドライバーサポートサービス群）

緊急通報、ロードアシスタント、
コンシェルジュサービス

①セーフティ分野
（運転サポートサービス群）

安全運転支援、自動運転支援、ドライバモニター、
最適交通流実現

②カーライフサポート分野
（データ駆動型サービス群）

車輌管理、運行管理、自動車保険、ライドシェア、
カーシェア、決済、地域見守り

③インフォテインメント分野
（エンタメ的サービス群）

動画等エンタメサービス、仮想同乗VR

通信要件：狭域通信
（高信頼性・直接通信）
（各種V2X通信等）

通信要件：スポット通信
（ETC2.0等）

通信要件：広域通信（常時接続）
（ＬＴＥ，５Ｇ等）

インフラ・車両由来
データ活用型

外部リソース
活用型

便利・
快適系 安全系



10V2X (Vehicle-to-Everything)：車両と様々なモノとの通信の総称

歩行者認知等

車間認知等

遠方道路の状況把握等

信号情報把握等

出典：Qualcomm社資料を基に作成



11ITS Connect (760MHz帯安全運転支援システム)

ＩＴＳ専用周波数（760MHz帯）を利用した車と車、
車と道路をつなぐ(V2X)無線システム。様々な情報提
供等により安全で快適な運転を支援。
対応車では、メーターパネルの表示や音声を通じ

て、運転者に対する注意喚起・情報提供等を実施。

ITS Connectとは

【車車間通信システム】
緊急車両存在通知
緊急走行車（本システム対応

車両）が周辺にいる場合に、自
車に対するおよその方向・距離、
緊急車両の進行方向を表示

通信利用型レーダー
クルーズコントロール
先行車が本システム対応車両

の場合、先行車両の加減速情報
を用い、車間距離や速度の変動
を抑え、スムースな追従走行を
実現

【路車間通信システム】
赤信号注意喚起
赤信号（本システム対応信号）の

交差点に近づいてもアクセルペダル
を踏み続けるなど、ドライバーが赤
信号を見落としている可能性がある
場合に、注意喚起

信号待ち発進準備案内
赤信号（本システム対応信号）で

停車したとき、赤信号の待ち時間の
目安を表示

右折時注意喚起
交差点（本システム対応信号）で

右折待ち停車時に、対向車線の直進
車や、右折先に歩行者がいるにもか
かわらず、ドライバーが発進しよう
とするなど、見落としの可能性があ
る場合に、注意喚起

※本ページのイメージ図、説明などはトヨタ社ホームページに掲載されているものを再構成・簡素化等したもの

2015年より、トヨタ自動車が760MHz帯を利用した車車間通信システム及び路車間通信システムに対応し
た車の販売を開始。ITS専用周波数を利用した車車間通信の実用化は世界初（世界初のV2X）。

（交差点に設置されたレーザー車両検知機の情報を取得して実現）



125.9GHz帯V2X用通信システムに関する技術的検討：総務省施策（令和2、令和3）

既存無線システムとの共用可能性に関する技術的検討を行う。

放送業務用（5.9GHz）
約300局

ETC / ETC2.0（5.8GHz）
路側機：約6,800局
車載器：約8,000万台

Wi-Fi（5.8GHz、6.0GHz） 衛星通信業務（5.9GHz～）
約30局

 今後見込まれる通信トラヒックの急激な増大に対応するため、次世代V2Xシステムの導入に必要な技術試験
（電波関係）を令和２年度から実施。

 具体的には、5.9GHz帯に次世代V2Xシステムを導入した場合の同周波数帯及び隣接周波数帯における既存
システムに与える電波干渉の影響を検証し、導入に係る技術的条件（電波強度や置局に係る制約、干渉回避
技術など）を明確化。

V2X（5.9GHz）
DSRC・C-V2X



13自動運転に必要な通信要件の検討：SIP（令和1～令和3）

 V2X通信を活用するユースケースについて、令和元年度における検討を経て25ケースを策定。
 令和２～３年度には、各ユースケースについて760MHz帯のDSRC及び5.9GHz帯のC-V2Xによる通信に求
められる要求条件を技術的に検討し、高度な自動運転社会の実現に必要な情報通信技術ロードマップ
（案）を策定する。

ユースケースの例
■自動運転に通信を活用する
ユースケースについて、通
信に要求される条件（許容
遅延時間、所要データ量
等）を技術的に整理し、妥
当性を検証する。

■机上検討やシミュレーショ
ンにより、760MHz高度道
路交通システムによる対応
の可否について評価を行う。

■自動運転社会の実現に必要
な通信の実現時期や自動運
転普及率などのロードマッ
プ案を策定する。

ロードマップ（案）の例

「5.9GHz帯V2X用通信システムに関する技術的検討」と併せ、
同周波数帯へのV2X通信の技術的な導入可能性を評価。

右折時

本線への合流

・
・
・



14狭域・中域情報の収集・統合・配信に係る研究開発：SIP（令和1、令和2）

動的・静的な情報の収集・統合・配信の技術に関し、
データフォーマットやプロトコル等のインターフェー
スの共通化に向けた仕様案を策定。

狭域・中域

狭域
(一交差点程度をカバー)

中域
(複数交差点をカバー)

統合
・収集した情報をリアルタイムな
交通状況として統合（狭域）
・複数の狭域ＮＷから得られる
情報を広範囲で統合（中域）

駐車
車両

現実の交通状況

配信
必要な範囲の情報のみを車両
側の情報と共有可能な形式で
情報配信

中域から配信

自律センサで検知

収集
複数の情報源から得られる
動的情報をＮＷ側に収集

狭域から配信 歩行者
端末

車両

情報源

路側
インフラ

狭域
サーバ 自動運転

車両

統
合

配信

狭域
サーバ

統 合

ITS
無線

後付
センサ

専
用
通
信

モ
バ
イ
ル
通
信

路側
処理方式

センタ
処理方式

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
共
通
化

収集

収集

配信

軽量かつ
安価な処理装置

中域サーバと
同拠点

中域
サーバ

統 合

共
通
化
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
共
通
化

DSRC
ITS-Connect

WiGig

5G
LTE

 安全で安心な自動運転の実現に向け、外部の動的情報を連続的かつ正しく認知するため、狭域・中域エ
リアに応じた情報の収集/統合/分析を行い、車両に配信する技術の研究開発を実施。



15V2X海外展開（周波数の国際協調利用促進事業・平成30～）

通信機を搭載した
緊急車両の接近

交通掲示板へ
接近情報を伝達 緊急車両の接近を

動画で知らせる

渋滞による救急車等の緊急車両の到着遅れの防止

通信機を搭載した
交通掲示板

【実施場所】インド共和国グジャラート州アーメダバード市 【実証デモ】令和２年１月17日
【課題】病院に通ずる道路の渋滞により、救急車等の到着に遅れが発生
【実証内容】緊急車両の接近情報を通信で伝達し、交通掲示板に表示することで、周辺車両の車線変更を促す。

実際の写真

デモを視察するアーメダバード市の
Commissioner

 インド・フィリピン・台湾における動作検証（平成30年度）、導入効果検証（令和元年度）の結果を踏ま
え、高度道路交通システムの導入に向けた総合的な実用化検証を行う。また、当該システムの導入に向けた
働きかけを行う。その成果を基に、他のアジア地域へ展開を目指す。

インドでの実証
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17移動通信システムの進化 （第１世代～第５世代）

1990 2000 2010 20201980

(bps)

10k

1G

100M

10M

1M

100k

アナログ方式

音声
デジタル方式

パケット通信

第２世代

メール

静止画
（カメラ）

ブラウザ

動画

第３世代

LTE-Advanced

第４世代

最大通信速度は
30年間で約10万倍

(年)

10G

世界共通の
デジタル方式

高精細動画

最
大

通
信
速
度

第５世代

LTE

3.9世代

3.5世代

10年毎に進化

第１世代
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1990 2000 2010 20201980

(bps)

5G

アナログ方式 デジタル方式

第２世代 第３世代

LTE-Advanced

第４世代

(年)

10G

世界共通の
デジタル方式

最
大
通
信
速
度 第５世代

LTE

第１世代
1G

縦軸をリニアにしてプロットすると・・・

半導体の進化（ムーアの法則）に匹敵

移動通信システムの進化 （第１世代～第５世代）



19デジタル社会の将来イメージ【交通】



20交通信号機と５Ｇ

 都道府県警察が整備、運用、管理する約21万基の信号
機のうち、集中制御が可能な信号機は３割程度

 ５Ｇを利用した信号機の集中制御エリアの拡大、自動
運転社会を見据えた、より安全で円滑な交通実現への
期待

 高速大容量・超低遅延・多数同時接続が特長の５Ｇ展開
がスタート

 従来より高い周波数帯を使うため、より稠密な基地局設
置が必要

 設置に当たり、各社は設置場所管理者と個別調整を実施

交通信号機 ５Ｇ

 ５Ｇの特長を活かしたセキュアで遅延の少ない信号機集中制御化の実現
 交差点周辺の５Ｇエリア化によるインフラ展開の加速
 信号機制御にかかる費用の削減
 基地局設置場所確保に際しての調整が容易に



21５Ｇの推進・展開

５Ｇ総合実証試験
（2017年度～2019年度）

FY2019 2020 2021 2022 2023

５Ｇ用周波数次期割当ての検討

割当てから2年以内に
全都道府県で
サービス開始 ※申請４者の計画をあわせると、

５Ｇ基盤展開率は９８．０％であり、
日本全国の事業可能性のあるエリア
ほぼ全てに５Ｇ基盤が展開される予定。

ローカル５Ｇの検討
★2019年12月に一部制度化

5年以内に全国の50%以上の
メッシュで基地局展開※５

Ｇ
用

周
波
数
割
当
て

2019年4月

プレサービス
開始

(2019年9月)

商用サービス
開始

(2020年3月)

ラグビーＷ杯 東京オリパラ

課題解決型ローカル5G等の
実現に向けた開発実証
（2020年度～）

順次、拡充

○ 周波数割り当て・ローカル5Gの制度化
2019年4月に、５Ｇ用周波数割当てを実施。同年12月にローカル５Ｇを一部周波数で制度化。2020年内に、ローカル５Ｇ用周波
数を拡大予定。今後、５Ｇ用周波数の追加割当てに向けた検討を進める。

○ ５Ｇの普及展開・高度化に向けた研究開発、開発実証の実施
5Gの高度化に向けた研究開発や課題解決型ローカル5G等の実現に向けた開発実証を実施。

○ 国際連携・国際標準化の推進
主要国と連携しながら、５G技術の国際的な標準化活動や周波数検討を実施。

多様な５Ｇサービスの
展開・推進



22５Ｇ総合実証試験の様子（建設機械の遠隔操作）（１分50秒）



23課題解決型ローカル5G等の実現に向けた開発実証

【事業概要】
地域の企業等をはじめ様々な主体が個別のニーズに応じて独自の５Ｇシステムを柔軟に構築で

き、課題解決に資することが期待されているローカル５Ｇの普及のため、現実のユースケースに
即した開発実証の実施を踏まえ、ローカル５Ｇの柔軟な運用を可能とする制度整備や、低廉かつ
容易に利用できる仕組みの構築を実現する。

建物内や敷地内で自営の５Gネットワークとして活用ゼネコンが建設現場で導入
建機遠隔制御

事業主が工場へ導入
スマートファクトリ

農家が農業を高度化する
自動農場管理

自治体等が導入
河川等の監視

センサー、4K/8K

インフラ監視

河川監視

スマート工場

建機遠隔制御

農業
での活用

建設現場
での活用

工場での
活用

スマート農業

防災現場
での活用

＜具体的な利用シーンで開発実証を実施＞



24

一次産業（農業、漁業） ４件
• 農機（自動トラクター等）の自動運転やビッグデータ活用等
によるスマート農業、定住促進

• 農機（摘採ロボット等）の遠隔監視制御やドローン・AI活用
等による農作業の自動化、地域の就業促進

• スマートグラスを活用した熟練農業者技術の「見える化」
• 海中ドローン制御による養殖漁場環境の遠隔監視制御

インフラ・モビリティ ２件
• 公道での自動運転車両の遠隔監視、操縦管制及び路車間協調
• 高精細映像のAI解析による鉄道インフラの維持・管理

医療・ヘルスケア ３件
• 山間部の診療所等における、患者の高精細映像や生体データ
等を用いた遠隔状態確認、リハビリ・健康医療指導

• スマートグラスと高精細映像を活用した、本土病院の専門医
から離島医療機関の医師への診察支援、患者のケアサポート

• 病院内／病院間における高精細映像を用いた診察支援、超低
遅延を活かしたAI処理による内視鏡検査

工場 ４件
• 製造現場の管理・制御の高度化、映像解析等を活用した作業
ミス検知やリアルタイム技術支援

• MR（Mixed Reality）システムの導入等による生産設備開発
工程の効率化

• 高精細映像やAIの活用による品質自動検査、遠隔作業支援
• Wi-Fiなどの活用が困難な製造現場の無線化

観光・文化・スポーツ ３件
• リッチコンテンツを有した観光ガイドや、クラウド型リアル
タイム同時翻訳提供による、観光客の回遊性向上

• スポーツ施設におけるeスポーツイベントの利便性・機能向上
• 高精度MR等を活用した新たな観光体験や、複数の自動運転
車両の遠隔監視・制御

働き方改革 １件
• イノベーション拠点（地方都市と首都圏の産業支援施設）
間でのリアルコミュニケーションの実現による働き方改革

防災・防犯 ２件
• 河川等の高精細カメラ映像とAI活用による防災情報一元化、
リアルな災害情報提供による住民の避難行動の促進

• 自律型ドローン・ロボットや高精細映像のAI解析等を用いた
警備システムの高度化

2020年度 開発実証実施案件



25Beyond 5Gに求められる機能

拡張性

超低電力消費

Beyond 5G

超安全・信頼性

高速・大容量 低遅延 多数同時接続

5G
機能の付加

テラヘルツ波

オール光ネットワーク

完全仮想化

量子暗号

時空間同期 センシング

HAPS活用

インクルーシブ
インターフェース

低消費電力半導体

超高速・大容量 超低遅延 超多数同時接続

５Gの特徴的機能の更なる高度化

自律性

※ 緑字は、我が国が強みを持つ
又は積極的に取り組んでいるも
のが含まれる分野の例



26Beyond 5G推進戦略の全体像

Beyond 5Gにおける国際競争力強化
（インフラ市場シェア3割程度 デバイス・ソリューション市場でも持続的プレゼンス）

Beyond 5Gの早期かつ円滑な導入

基本方針

Beyond 5G推進コンソーシアム

グローバル・ファースト イノベーションを生む
エコシステムの構築 リソースの集中的投入

産学官の連携により強力かつ積極的に推進

３つの戦略

研究開発戦略
先端技術への集中投資と、
大胆な電波開放等による

世界最高レベルの
研究開発環境の実現

2025年頃から順次
要素技術を確立

知財・標準化戦略
戦略的オープン化・デファクト化の

促進と、海外の戦略的
パートナーとの連携等による
ゲームチェンジの実現
サプライチェーンリスクの低減と
市場参入機会の創出

Beyond 5G必須
特許シェア10％以上

展開戦略
5G・光ファイバ網の社会全体への
展開と、5Gソリューションの実証を

通じた産業・公的利用の促進等による
Beyond 5G ready
な環境の実現

2030年度に44兆円
の付加価値創出

目的



27Beyond 5G推進戦略ロードマップ（概要）

年表 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

COVID-19流行 ウィズコロナ／ポストコロナ

移動通信システムの進化

社会情勢

機能強化された5G
(Stand Alone)

初期の5G
（Non Stand Alone)

B5G

取組の加速化フェーズ先行的取組フェーズ

要素技術の開発成果の民間展開
Beyond 5Gの開発・製造基盤強化 等要素技術の集中的研究開発 等研究開発戦略

展開戦略

国際標準への反映に向けた活動の加速体制構築・連携強化・国際標準化活動知財・標準化戦略

Beyond 5G推進戦略

大阪・関西万博
SDGs目標年Beyond 5G ReadyB5G Ready Showcase

インフラの整備
社会全体のデジタル化推進 等 Beyond 5G ready な環境実現 等

Beyond 5G推進コンソーシアム（2020年内に設立）
• Beyond 5G推進に向けて以下の取組を実施。
 我が国のBeyond 5Gに係る取組の発信及び国際連携を目的とする国際カン
ファレンスの開催

 Beyond 5Gのビジョン策定に向けた産学官の関係者間での議論
 研究開発方針の策定をはじめとする技術戦略の検討



28Society 5.0の実現

サイバー・フィジカル・システム（CPS）
サイバー空間と現実世界（フィジカル空間）が一体化する

2030年代の社会像

あらゆる場所で、都市と地方、
国境、年齢、障碍の有無といった
様々な壁・差違を取り除き、
誰もが活躍できる社会

Inclusive
包摂性

社会的なロスがない、便利で持続的
に成長する社会

Sustainable
持続可能性

不測の事態が発生しても、安心・安
全が確保され、信頼の絆が揺るがな

い人間中心の社会

Dependable
高信頼性

時
空
間
同
期

強靭で活力のある社会
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